
 

学校番号 2004 

平成 31年度 古典Ｂ 

教科 国語 科目 古典Ｂ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 新編 古典Ｂ 改訂版（大修館書店） 

副教材等 

・シンプルスタイルシリーズ 古典単語３０１（尚文出版）  

・基礎からのジャンプアップノート 古典文法・演習ドリル【改訂版】（旺文社） 

・新国語総合ガイド 四訂版（京都書房）他 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 

 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

 

 

 

 

 

３ 学習評価（評価の観点の趣旨） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

・一･二年時に学習した語句、文法、古典常識を習得しておくことが必要です。 

・文章の内容理解を行う準備として、音読・語句の意味調べ・口語訳を徹底することが内容理解に

つながります。 

・古典文法の知識を段階的・計画的に習得しましょう。 

 

 

・優れた古典の文章に触れることで、我が国の伝統と文化に対する理解を深める。 

・古典を読む能力を養い、ものの見方、感じ方を理解する。 

・ものの見方、感じ方、考え方を広げることで柔軟な思考力・想像力を身につける。 

言語文化や伝統に対する関心

を深め、進んで古典に親しも

うとする。 

 
評価方法 

ａ関心・意欲・態度 

・行動の観察(授業中の発言等) 

・提出物の点検(ノート等) 

 

 

 

ｂ話す・聞く能力 ｃ書く能力 

古典に表れた思想や感情を的

確に読み取り、ものの見方、

感じ方、考え方を豊かにする。 

 

評価方法 

ｄ読む能力 

古典の理解に役立てるための

音声、文法、表記、語句、語

彙、漢字等を理解し、知識を

身につけている。 

 
評価方法 

ｅ知識・理解 

 

・提出物の点検(ノート等) 

・定期考査 

 

・提出物の点検(ノート等) 

・定期考査 

 

 

 



学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習プログラム（年間学習指導計画）       ★学習が終わったところで自己評価しよう！ 

A…達成した B…概ね達成した C…課題を残した D…多くの課題を残した 

学 

期 

単

元 

（学

習項

目） 

学習内容 

自

己 

評

価 

主な評価の観点 単元の評価基準 

（生徒の到達目標） 

評価方法 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

１
学
期
中
間 

物

語 

源氏物語 

「若紫」 

 ◎   ○  ａ教材に興味を持って学習に取

り組んでいる。 

ｄ敬語の用い方から人物関係を

正しく読み取っている。 

ａ，ｄ： 

行動の観察 

提出物の点検 

定期考査 

文

法 

動詞 

形容詞 

形容動詞 

助動詞 

     ◎ ｅ用言の活用を復習する ｅ： 

提出物の点検 

定期考査 

１
学
期
期
末 

説

話 

沙石集 

「児の飴食

ひたること」 

今昔物語集 

「高陽親王

のからくり

人形」 

 ◎   ○  ａ教材に興味をもって学習に取

り組んでいる。 

 

ｄ説話の中で、様々な階級の人々

が機転を働かせて問題を解決する

過程を正しく読み取っている 

ａ，ｄ： 

行動の観察 

提出物の点検 

定期考査 

文

法 

助動詞      ◎ ｅ已然形＋「ば」条件の識別 ｅ： 

提出物の点検 

定期考査 

２
学
期
中
間 

日

記

文

学 

紫式部日記 

「和泉式部

と清少納言」 

蜻蛉日記 

「町の小路

の女」 

 ○    ◎ ａ歴史上の人物が歴史物語の中

でどのように書かれているかを読

み、人物像を読み取ろうとしてい

る。 

ｅ宮廷で過ごした女性たちによっ

て栄えた日記文学にどのような思

いが綴られていたかを正しく読み

取っている。 

ａ，ｅ： 

行動の観察 

提出物の点検 

定期考査 

文

法 

助動詞      ◎ ｅ活用の復習と接続の違いを理

解する。 

ｅ： 

提出物の点検 

定期考査 



２
学
期
期
末 

歴

史

物

語 

大鏡 

「菅原道真

の左遷」 

「比べ弓」 

 ○    ◎ ａ歴史上の人物が歴史物語の中

でどのように書かれているかを読

み、人物像を読み取ろうとしてい

る。 

ｅ『大鏡』の構成と内容（紀伝体・

対話形式）、歴史物語としての特

色や、文学史的な位置づけについ

て理解している。 

ａ，ｅ： 

行動の観察 

提出物の点検 

定期考査 

文

法 

助動詞      ◎ ｅ助動詞「ぬ」の識別 ｅ： 

提出物の点検 

定期考査 

３

学

期 

物

語 

曽根崎心中

「道行」 

 

 〇   〇 ◎ ａ作品の内容を理解し、古典芸能

への関心を高めようとしている。 

ｄ「心中にいたる悲劇」を読み取

っている。 

ｅ人形浄瑠璃について理解を深

め、『曾根崎心中』が代表的な世

話浄瑠璃であることを理解してい

る。 

ａ，ｄ，ｅ： 

行動の観察 

提出物の点検 

定期考査 

文

法 

表現技法      ◎ ｅ掛詞・縁語・枕詞などの修辞技

法について理解している。 

ｅ： 

提出物の点検 

定期考査 

 


